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「未来を生きる力」を育む総合的な学習の時間の在り方

日立市立滑川中学校

１ はじめに

本校では『 強く・豊かに・正しく」生きるたくましい生徒の育成』の学校教育目標の「

実現に向けて，各種教育活動を展開している。総合的な学習の時間では『 未来を生きる「

力」を育む総合的な学習の時間の在り方』を研究主題に取り組んでいる。生徒の発想を大

切にして，創意工夫する活動を重視した体験活動や，論文作成などを通して 「強く・豊，

かに・正しく」未来を生きる力を培うことをねらいとしている。

， 「 」，各学年のテーマは 第１学年が 現在の自分の生き方を考えよう～再発見滑川学区～

第２学年が「未来への生き方を考えよう～職業体験学習を通して～ ，第３学年が「自分」

の世界を広げよう～よりよい未来の自分へ～」となっている。今回は，第１学年で実践し

てきた内容でテーマに迫りたい。
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２ 実践事例

単元名 「再発見！滑川学区 （第１学年）⑴ 」

単元の目標⑵

①自分たちが住む地域やそこで生活する人々に関心をもち，地域から多くのことを学ぼ

うとする意欲をもつことができる。

②地域巡検をする中で，地域の歴史に触れたり，問題点を見つけたりすることで，地域

に対する自分の考えを深めることができる。

③自分の課題を追究するために適切な体験活動，調査活動を行い，学んだことを自分な

りに表現することができる。

④活動を通して，地域に貢献することの意味や地域を支える存在としての自分を高めて

いくことの大切さを知り，自分の生き方を創造することができる。

単元設定にあたって⑶

本校の第１学年では，自分たちの住む地域をもっと広い視野で見直すことをねらいと

して 「地域巡検」を中心的な活動として設定した。ねらいの１つは地域の歴史に触れ，

ることである。実際に，１年生９５名を対象としたアンケート結果でも 「滑川学区に，

古墳があること」を知らない生徒が８２名と大部分を占め，地域の歴史的遺構を実際に

観察する体験は貴重なものであると考えた。また，同じアンケートで 「滑川学区で生，

活していく上での問題点」を具体的に記述できない生徒も７７名と多かった。そこで，

滑川学区の特徴に目を向けるために，地域巡検中は 「環境」や「自然 「産業」など， 」，

の視点から，地域を観察することも課題とした。生徒にとって，日頃自分たちが生活し

ている地域について再認識し，地域とともに生きる滑川中生徒を目指していく単元とし

た。



- 31 -

学習計画等⑷

① 学習計画

１０／２５（金）地域巡検事前学習①（巡検希望コースに関するアンケート調査）

１１／ ８（金）地域巡検事前学習②（巡検コース・巡検グループの決定）

１１／１５（金）地域巡検事前学習③（目的地に関する調べ学習１）

１１／２２（金）地域巡検事前学習④（目的地に関する調べ学習２）

１１／２９（金）地域巡検学習（２時間扱い）

１２／ ２（月）地域巡検のまとめ①（地域巡検新聞作り）

１２／ ６（金）地域巡検のまとめ②（地域巡検新聞作り）

② 地域巡検当日の計画
ア 日時 １１月２９日（金） ５・６校時 小雨決行
イ 課題
・滑川学区の歴史や現在の様子を調べ，地域の良さや課題をとらえよう

ウ 巡検コース
・Ａコース 旧街道のおもかげを見つけよう（度志観音道標→六地蔵→塩竃神社）
・Ｂコース 仏ヶ浜を調べよう（度志観音道標→度志観音）

（ ）・Ｃコース 地域の歴史の流れを感じよう 滑川浜古墳→太田尻海岸→津ノ宮公園

【度志観音道標】 【六地蔵】 【塩竃神社】

【津ノ宮公園近くの西行法師歌碑】【度志観音】 【滑川浜古墳】

③ 地域巡検の日程（１１／２９（金 ））

１３：００ 準備

１３：１５ 昇降口前に集合 直前指導

１３：２５ 学校発 巡検開始

１５：２５ 巡検終了 学校着

【度志観音での巡検の様子】
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活動の前後について⑸

① 各種資料の活用

地域巡検の目的を達

成するために，巡検の

目的地の情報を収集す

る活動は欠かせないも

のである。しかし，地

域巡検の目的地として

設定したそれぞれの歴

史的遺構は，インター

ネットや一般の書籍か

ら情報を収集すること

が難しい。そこで，日

立市滑川公民館が発行

している『＝滑川公民館開館５周年記念＝滑川ウォ

ッチング景勝・史跡めぐり』や，職員が事前調査の際に撮影してきた写真と，複数の

インターネットサイトから少しずつ集めた情報をまとめて作成した『地域巡検のみど

ころ』などを活用して生徒による事前調査に活用した。

② 地域巡検のまとめ

， ， 。巡検終了後は 巡検新聞を作成する形で まとめを行った

生徒は，巡検で見学した内容について，写真や図を活用して

まとめることができた。その際，巡検の目的地についてまと

めるばかりではなく 「海はきれいだったが，海岸には，今問，

題になっているプラスチックゴミがたくさん落ちていた」と

歩いてきた記述したり，実際に落ちていたゴミを拾いながら

りした生徒もいた。地域について理解を深める第１歩となっ

た。

また，生徒が作成した巡検新聞は廊下に掲示し，自分が行
【地域巡検新聞】

かなかったコースについても理解を深められるようにした。

３ 成果と課題

事前の調べ学習や地域巡検を通して，課題を探究す⑴

る力が身についた。

地域を実際に歩いたり，歴史的遺構を訪ねたりするこ⑵ 【廊下の掲示】
とで，地域の良さや課題を再発見することができた。

事前調査に活用できる資料が限られているうえ，巡検の目的地によっては，現地で⑶

。 ，得られる情報も限られている場所がある 今後も第１学年で継続して実践する際には

地域人材の活用なども検討していきたい。


